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(57)【要約】
【課題】ハンドルの操作性を向上させた場合にも不用意
に障子が開く事態を防止する。
【解決手段】ハンドル３０の操作に応じて移動するロッ
クピン７６を障子２０に設けるとともに、ハンドル３０
が開放位置に操作された状態において障子２０の移動に
伴うロックピン７６の移動域に出没するように開口枠１
０にストッパ部材８４を移動可能に配設し、開口枠１０
に対して障子２０を閉めた状態でストッパ部材８４をロ
ック位置に配置した場合にはハンドル３０を開放位置に
操作した際にもロックピン７６がストッパ部材８４に当
接して開口枠１０に対する障子２０の移動を阻止するよ
うにした。
【選択図】図７－２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口枠に対して障子を閉めた状態で前記障子に設けたハンドルを閉鎖位置に操作した際
に前記開口枠に対する前記障子の移動が阻止される一方、前記ハンドルを開放位置に操作
した際に前記ハンドルを設けた框を戸先として前記障子が前記開口枠の面外方向に移動可
能となるように構成した建具であって、
　前記ハンドルの操作に応じて移動するロック部材を前記障子に設けるとともに、前記ハ
ンドルが前記開放位置に操作された状態において前記障子の移動に伴う前記ロック部材の
移動域に出没するように前記開口枠にストッパ部材を移動可能に配設し、前記開口枠に対
して前記障子を閉めた状態で前記ストッパ部材をロック位置に配置した場合には前記ハン
ドルを前記開放位置に操作した際にも前記ロック部材が前記ストッパ部材に当接して前記
開口枠に対する前記障子の移動を阻止することを特徴とする建具。
【請求項２】
　開口枠に対して障子を閉めた状態で前記障子に設けたハンドルを閉鎖位置に操作した際
に前記開口枠に対する前記障子の移動が阻止される一方、前記ハンドルを第１の開放位置
に操作した際に前記ハンドルを設けた框を戸先として前記障子が前記開口枠の面外方向に
移動可能となり、さらに前記ハンドルを第２の開放位置に操作した際には前記ハンドルを
設けた框に隣接する框を戸先として前記障子が前記開口枠の面外方向に移動可能となるよ
うに構成した建具であって、
　前記ハンドルの操作に応じて移動するロック部材を前記障子に設けるとともに、前記ハ
ンドルが前記第１の開放位置に操作された状態において前記障子の移動に伴う前記ロック
部材の移動域に出没するように前記開口枠にストッパ部材を移動可能に配設し、前記開口
枠に対して前記障子を閉めた状態で前記ストッパ部材をロック位置に配置した場合には前
記ハンドルを前記第１の開放位置に操作した際にも前記ロック部材が前記ストッパ部材に
当接して前記開口枠に対する前記障子の移動を阻止することを特徴とする建具。
【請求項３】
　前記ハンドルが前記第２の開放位置に操作された場合、前記ロック位置に配置されたス
トッパ部材は前記障子の移動に伴う前記ロック部材の移動域から外れた状態となり、前記
開口枠に対する前記障子の移動を許容することを特徴とする請求項２に記載の建具。
【請求項４】
　前記ストッパ部材は、前記開口枠に対して前記障子が開放された状態で前記ロック位置
に配置された場合、前記ハンドルが前記第１の開放位置に操作された際の前記ロック部材
が当接可能となる位置に傾斜面を有し、前記開口枠に対して前記障子を閉めた場合に前記
ロック部材が前記傾斜面に当接することにより前記ロック部材の移動域から退避移動して
前記ロック部材の通過を許容することを特徴とする請求項２に記載の建具。
【請求項５】
　前記ハンドルを設けた框に前記ロック部材を設けるとともに、前記ロック部材を設けた
框に対応する枠の見付け面に前記ストッパ部材を操作するための操作部を配設したことを
特徴とする請求項１または請求項２に記載の建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建具に関するもので、詳細には開口枠に対して障子を閉めた状態で障子に設
けたハンドルを閉鎖位置に操作した際に開口枠に対する障子の移動が阻止される一方、ハ
ンドルを開放位置に操作した際にハンドルを設けた框を戸先として障子が開口枠の面外方
向に移動可能となるように構成した建具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建具には、ハンドルが閉鎖位置に配置された場合に開口枠に対する障子の移動が阻止さ
れ、ハンドルが開放位置に配置された場合に開口枠に対する障子の移動が可能となるよう
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に構成したものがある。例えば、特許文献１に記載された開き窓では、障子の戸先側に位
置する縦框にハンドルの操作によって移動する施錠ピンが設けられている一方、開口枠の
戸先側に位置する縦枠には施錠ピンに係合可能となる受ブロックが固定されている。開口
枠に対して障子を閉めた状態でハンドルを閉鎖位置に操作すると、施錠ピンが受ブロック
の溝に配置された状態となり、開口枠に対して障子の移動が阻止される。この状態からハ
ンドルを開放位置に操作すると、施錠ピンが受ブロックの溝から逸脱することになり、戸
先側に位置する縦框が面外方向に移動する状態で障子が開くことになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公平６－１１３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この種の建具によれば、ハンドルを閉鎖位置から開放位置へ操作した後、そのままハン
ドルを手前に引けば障子を開くことができるため、別途錠装置を解錠操作したり施錠操作
する必要がなく、障子の開閉操作を容易に行うことが可能である。
【０００５】
　ここで、ハンドルの操作性を考慮した場合には、把持する部分が障子の框からできるだ
け離れた位置に配置されていることが好ましい。しかしながら、障子の框から離れた位置
にハンドルを設けた場合には、意図せずハンドルに触れる機会も増えることになり、誤っ
て開放位置に操作されて障子が不用意に開く事態を招来する恐れがある。
【０００６】
　本発明は、上記実情に鑑みて、ハンドルの操作性を向上させた場合にも不用意に障子が
開く事態を防止することのできる建具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る建具は、開口枠に対して障子を閉めた状態で前
記障子に設けたハンドルを閉鎖位置に操作した際に前記開口枠に対する前記障子の移動が
阻止される一方、前記ハンドルを開放位置に操作した際に前記ハンドルを設けた框を戸先
として前記障子が前記開口枠の面外方向に移動可能となるように構成した建具であって、
前記ハンドルの操作に応じて移動するロック部材を前記障子に設けるとともに、前記ハン
ドルが前記開放位置に操作された状態において前記障子の移動に伴う前記ロック部材の移
動域に出没するように前記開口枠にストッパ部材を移動可能に配設し、前記開口枠に対し
て前記障子を閉めた状態で前記ストッパ部材をロック位置に配置した場合には前記ハンド
ルを前記開放位置に操作した際にも前記ロック部材が前記ストッパ部材に当接して前記開
口枠に対する前記障子の移動を阻止することを特徴とする。
【０００８】
　この発明によれば、ストッパ部材をロック位置に配置することにより、意図せずハンド
ルが開放位置に操作された場合にも不用意に障子が開く事態を防止することができる。
【０００９】
　また、本発明に係る建具は、開口枠に対して障子を閉めた状態で前記障子に設けたハン
ドルを閉鎖位置に操作した際に前記開口枠に対する前記障子の移動が阻止される一方、前
記ハンドルを第１の開放位置に操作した際に前記ハンドルを設けた框を戸先として前記障
子が前記開口枠の面外方向に移動可能となり、さらに前記ハンドルを第２の開放位置に操
作した際には前記ハンドルを設けた框に隣接する框を戸先として前記障子が前記開口枠の
面外方向に移動可能となるように構成した建具であって、前記ハンドルの操作に応じて移
動するロック部材を前記障子に設けるとともに、前記ハンドルが前記第１の開放位置に操
作された状態において前記障子の移動に伴う前記ロック部材の移動域に出没するように前
記開口枠にストッパ部材を移動可能に配設し、前記開口枠に対して前記障子を閉めた状態
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で前記ストッパ部材をロック位置に配置した場合には前記ハンドルを前記第１の開放位置
に操作した際にも前記ロック部材が前記ストッパ部材に当接して前記開口枠に対する前記
障子の移動を阻止することを特徴とする。
【００１０】
　この発明によれば、ストッパ部材をロック位置に配置することにより、意図せずハンド
ルが第１の開放位置に操作された場合にも不用意に障子が開く事態を防止することができ
る。
【００１１】
　また、本発明は、上述した建具において、前記ハンドルが前記第２の開放位置に操作さ
れた場合、前記ロック位置に配置されたストッパ部材は前記障子の移動に伴う前記ロック
部材の移動域から外れた状態となり、前記開口枠に対する前記障子の移動を許容すること
を特徴とする。
【００１２】
　この発明によれば、ストッパ部材がロック位置に配置された状態であってもハンドルを
第２の開放位置に操作すれば、ハンドルを設けた框に隣接する框を戸先として障子を開く
ことができる。
【００１３】
　また、本発明は、上述した建具において、前記ストッパ部材は、前記開口枠に対して前
記障子が開放された状態で前記ロック位置に配置された場合、前記ハンドルが前記第１の
開放位置に操作された際の前記ロック部材が当接可能となる位置に傾斜面を有し、前記開
口枠に対して前記障子を閉めた場合に前記ロック部材が前記傾斜面に当接することにより
前記ロック部材の移動域から退避移動して前記ロック部材の通過を許容することを特徴と
する。
【００１４】
　この発明によれば、障子が開いた状態でストッパ部材がロック位置に配置された場合に
も、障子を閉める方向に移動させれば、ストッパ部材がロック部材の移動域から退避移動
するため、そのまま障子を閉めることができる。
【００１５】
　また、本発明は、上述した建具において、前記ハンドルを設けた框に前記ロック部材を
設けるとともに、前記ロック部材を設けた框に対応する枠の見付け面に前記ストッパ部材
を操作するための操作部を配設したことを特徴とする。
【００１６】
　この発明によれば、ハンドルを操作する際にストッパ部材がロック位置にあるか否かを
同時に視認することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、ストッパ部材をロック位置に配置することにより、ハンドルが開放位
置に操作された場合にも障子の移動が阻止された状態を維持する。従って、把持する部分
を障子の框からできるだけ離れた位置に配置することができる等、ハンドルの操作性を向
上させた場合に意図せず開放位置に操作されたとしても、障子が不用意に開く事態を防止
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態である建具を室内側から見た図である。
【図２】図２は、図１に示した建具の横断面図である。
【図３】図３は、図１に示した建具の縦断面図である。
【図４】図４は、図１に示した建具のハンドルを第１の開放位置に操作して障子を開いた
状態の斜視図である。
【図５】図５は、図１に示した建具のハンドルを第２の開放位置に操作して障子を開いた
状態の斜視図である。
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【図６】図６は、図１に示した建具に適用するストッパ部材及びその移動をガイドするベ
ース部材を示す分解斜視図である。
【図７－１】図７－１は、図１に示した建具に適用するストッパ部材をロック部材の移動
域から外れた位置に配置した状態を示す要部拡大図である。
【図７－２】図７－２は、図１に示した建具に適用するストッパ部材をロック位置に配置
した状態を示す要部拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照しながら本発明に係る建具の好適な実施の形態について詳細に説
明する。
　図１～図５は、本発明の実施の形態である建具を示したものである。ここで例示する建
具は、開口枠１０と障子２０とを備え、開口枠１０に対して障子２０が内開き及び内倒し
の２通りの状態で室内側に開くように支持させた、いわゆる「ドレーキップ窓」と称され
るものである。
【００２０】
　開口枠１０は、上枠１１、下枠１２及び左右一対の縦枠１３，１４を四周枠組みするこ
とによって構成したものである。開口枠１０の各枠１１，１２，１３，１４は、アルミニ
ウムやアルミニウム合金によって成形した押し出し型材であり、それぞれが全長に渡って
ほぼ一様な断面形状を有するように構成してある。障子２０は、矩形状を成すガラス板等
の面材２１の四辺に上框２２、下框２３及び左右一対の縦框２４，２５を四周框組みする
ことによって構成したもので、開口枠１０の内部に配置することのできる大きさに構成し
てある。障子２０の各框２２，２３，２４，２５についても、枠１１，１２，１３，１４
と同様、アルミニウムやアルミニウム合金によって成形した押し出し型材であり、それぞ
れが全長に渡ってほぼ一様な断面形状を有するように構成してある。
【００２１】
　図２及び図３に示すように、開口枠１０の各枠１１，１２，１３，１４には、室外側に
位置する縁部分に受ヒレ部１１ａ，１２ａ，１３ａ，１４ａが設けてあるとともに、障子
２０の各框２２，２３，２４，２５には、室内側に位置する縁部分に当接ヒレ部２２ａ，
２３ａ，２４ａ，２５ａが設けてある。受ヒレ部１１ａ，１２ａ，１３ａ，１４ａは、障
子２０を閉めた際に框２２，２３，２４，２５の室外側に位置する見付け面に当接するよ
うに突出した薄板状部分であり、突出端部において框２２，２３，２４，２５に対向する
部位にタイト材１５を支持している。当接ヒレ部２２ａ，２３ａ，２４ａ，２５ａは、障
子２０を閉めた際に枠１１，１２，１３，１４の室内側に位置する見付け面に当接するよ
うに突出した薄板状部分であり、突出端部において枠１１，１２，１３，１４に対向する
部位にタイト材２６を支持している。
【００２２】
　図１において左方に位置する障子２０の縦框（以下、もう一方の縦框２５と区別する場
合に「戸先框２４」という）には、室内側に位置する見付け面にハンドル３０が設けてあ
る。ハンドル３０は、戸先框２４の見込み方向に沿った軸心を中心として回転させること
が可能である。本実施の形態では、実線で示すようにハンドル３０の先端が鉛直下方に向
いた位置（以下、「閉鎖位置」という）から、図１において反時計回りに回転して１点鎖
線で示すようにハンドル３０が水平となる位置（以下、「内開き位置（第１の開放位置）
」という）を経由し、２点鎖線で示すように先端が鉛直上方に向いた位置（以下、「内倒
し位置（第２の開放位置）」という）まで回転することができるように構成してある。
【００２３】
　図１において右方に位置する縦枠（以下、もう一方の縦枠１３と区別する場合に「吊り
元枠１４」という）と障子２０との間には、下方に位置する部分に下方ヒンジ装置４０が
設けてあるともに、上方に位置する部分に上方ヒンジ装置５０が設けてある。これらのヒ
ンジ装置４０，５０は、それぞれ連結軸４１，５１によって互いに連結した枠取付部４２
，５２及び障子取付部４３，５３を有し、これら枠取付部４２，５２と障子取付部４３，
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５３とが連結軸４１，５１の軸心回りに相対的に回転するもので、枠取付部４２，５２を
介して吊り元枠１４に取り付けてあるとともに、障子取付部４３，５３を介して障子２０
に取り付けてある。尚、以下においてそれぞれのヒンジ装置４０，５０の構成部品を区別
する場合には、下方ヒンジ装置４０の構成部品に「下方」を付し、上方ヒンジ装置５０の
構成部品に「上方」を付して説明を行う。
【００２４】
　下方ヒンジ装置４０は、下方連結軸４１に対して下方枠取付部４２が下方障子取付部４
３よりも下方に位置し、かつ下方連結軸４１の下端部がボールジョイント４１ａにより下
方枠取付部４２に対して傾動可能に支持させてある。下方障子取付部４３と下方連結軸４
１の上端部との間は、下方連結軸４１の軸心が縦框２４，２５の長手方向に沿う状態で互
いに固定してある。
【００２５】
　上方ヒンジ装置５０は、上方連結軸５１に対して上方枠取付部５２が上方障子取付部５
３よりも下方に位置し、かつ上端部が外部に露出した状態で上方連結軸５１が上方枠取付
部５２に固定してある。上方連結軸５１は、下方ヒンジ装置４０の下方連結軸４１が鉛直
方向に沿って配置された場合に、下方連結軸４１と同一の軸心上となる位置に配設してあ
る。上方ヒンジ装置５０の上方障子取付部５３は、上方連結軸５１の軸心を中心として回
転可能、かつ軸心方向の移動が規制された状態で上方連結軸５１の上端部に配設してある
。
【００２６】
　下方ヒンジ装置４０の下方障子取付部４３が障子２０の吊り元側に位置する縦框（以下
、戸先框２４と区別する場合に「吊り元框２５」という））に直接取り付けてあるのに対
し、上方ヒンジ装置５０の上方障子取付部５３は、図１、図４、図５に示すように、障子
２０の上框２２に取り付けてある。すなわち、上方障子取付部５３は、上方連結軸５１か
ら離隔した部分が平板状を成し、障子２０の上框２２に沿ってその中間となる部位まで延
在しており、ハットブラケット５４を介して上框２２の上方に位置する見込み面に取り付
けてある。ハットブラケット５４と上方障子取付部５３との間は、上框２２の長手方向に
沿ったハットブラケット５４のスライド溝５４ａに、上方障子取付部５３のスライドピン
５５を装着することにより、スライド溝５４ａの長手方向に沿って移動可能、かつスライ
ドピン５５の軸心周りに回転可能に連結してある。
【００２７】
　上方障子取付部５３には、ヒンジ係合片５６が設けてある。ヒンジ係合片５６は、上方
障子取付部５３の室内側に位置する縁部から下方に向けて突出したものである。このヒン
ジ係合片５６は、ハットブラケット５４よりも高さが低く構成してあり、上方障子取付部
５３が上框２２に重なる位置に配置された場合にも上框２２の上方に位置する見込み面に
当接することはない。
【００２８】
　障子２０には、戸先框２４の戸先面から上框２２の上方に位置する見付け面に渡る部位
に一連の摺動部材７０が配設してある。摺動部材７０は、障子２０の框２２，２３，２４
，２５よりも幅の狭い長尺状を成し、ハンドル３０に設けたピニオン３１に歯合したもの
で、ハンドル３０の回転に連動して戸先框２４の長手方向及び上框２２の長手方向に沿っ
てスライドすることが可能である。具体的には、ハンドル３０が閉鎖位置に配置された場
合に摺動部材７０は、戸先框２４においては最も上方に移動し、かつ上框２２においては
最も吊り元側に移動した状態となる。この状態からハンドル３０を内倒し位置に向けて回
転させると、摺動部材７０は、戸先框２４においては漸次下方に移動し、かつ上框２２に
おいては漸次戸先側に移動する。戸先框２４の戸先面及び上框２２の上方に位置する見付
け面において摺動部材７０の両側となる部位には、それぞれガイド部材２４ｂ，２２ｂが
設けてあり、摺動部材７０の短手方向に沿った移動が規制されている。この摺動部材７０
には、２つの施錠ピン７１、唯一の切換ピン７２及び唯一の支持ローラ７３が設けてある
。
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【００２９】
　施錠ピン７１及び切換ピン７２は、それぞれ摺動部材７０から突出した円柱状を成すも
ので、戸先框２４においてハンドル３０よりも上方となる部位及び下方となる部位の２カ
所に施錠ピン７１が配設してあるとともに、上框２２の吊り元側となる部位に切換ピン７
２が配設してある。この切換ピン７２は、ハンドル３０が閉鎖位置及び内開き位置に配置
された場合にヒンジ係合片５６よりも室外側となる部位においてヒンジ係合片５６に当接
する一方、ハンドル３０が内倒し位置に配置された場合には見込み方向に沿ってヒンジ係
合片５６と非対向となるように摺動部材７０に設けてある。支持ローラ７３は、戸先框２
４に沿った摺動部材７０の最下端となる部位に、下框２３の長手方向に沿ったローラ軸７
３ａを介して配設してある。
【００３０】
　一方、開口枠１０には、下枠１２に傾動支持部材７４が設けてあるとともに、図１にお
いて左方に位置する縦枠（以下、「戸先枠１３」という）に２つの施錠部材７５が設けて
ある。傾動支持部材７４は、下枠１２の見込み面において戸先枠１３と障子２０の戸先框
２４との間となる部位から上方に向けて突出したものである。ハンドル３０が内開き位置
に配置された状態において傾動支持部材７４は、摺動部材７０の支持ローラ７３よりもさ
らに下方に位置し、支持ローラ７３に係合することはない。ハンドル３０が内倒し位置に
配置された場合、傾動支持部材７４は、摺動部材７０の支持ローラ７３に係合し、支持ロ
ーラ７３の室内側への移動を阻止する一方、ローラ軸７３ａの軸心を中心とした障子２０
の回転を許容するように機能する。尚、支持ローラ７３の外径や傾動支持部材７４の形状
は、ハンドル３０が内倒し位置に配置された場合、ローラ軸７３ａの軸心延長線が下方ヒ
ンジ装置４０におけるボールジョイント４１ａの傾動軸心を通過するように構成してある
。
【００３１】
　２つの施錠部材７５は、それぞれ戸先枠１３の見込み面から障子２０の戸先框２４に向
けて突出した平板状を成す部材である。これらの施錠部材７５は、ハンドル３０が閉鎖位
置に配置された場合に施錠ピン７１よりも室内側となる部位において施錠ピン７１に当接
する一方、ハンドル３０が内開き位置に配置された場合には見込み方向に沿って施錠ピン
７１と非対向となるように配置してある。
【００３２】
　上記のように構成した建具では、開口枠１０に対して障子２０を閉じた状態に配置し、
この状態からハンドル３０を閉鎖位置に配置すると、２つの施錠ピン７１がそれぞれ施錠
部材７５に当接した状態となり、開口枠１０に対する障子２０の移動が阻止され、障子２
０が閉じた状態に維持されることになる。
【００３３】
　この状態から、ハンドル３０を内開き位置に操作すると、施錠ピン７１が施錠部材７５
と非対向の位置になり、しかも支持ローラ７３が傾動支持部材７４から離隔した状態にあ
るため、開口枠１０に対して障子２０の戸先框２４を室内側に移動させることが可能であ
る。また、切換ピン７２がヒンジ係合片５６に対して見込み方向に沿って対向した位置に
配置されているため、上方ヒンジ装置５０の上方障子取付部５３が障子２０の上框２２に
沿った位置に維持されることになる。これらの結果、開口枠１０に対して障子２０が上方
連結軸５１の軸心及び下方連結軸４１の軸心回りに回転可能となり、図４に示すように、
開口枠１０から戸先框２４が面外方向に移動した状態で障子２０を室内側に開くことが可
能となる（内開き）。
【００３４】
　一方、開口枠１０に対して障子２０を閉めた状態からハンドル３０を内倒し位置に操作
すると、施錠ピン７１が施錠部材７５と非対向の位置になるものの、支持ローラ７３が傾
動支持部材７４に係合し、支持ローラ７３の室内側への移動が阻止され、ローラ軸７３ａ
の軸心を中心とした障子２０の回転が許容された状態となる。また、切換ピン７２がヒン
ジ係合片５６に対して見込み方向に沿って非対向の位置に配置されるため、障子２０の上
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框２２に対して上方ヒンジ装置５０の上方障子取付部５３がハットブラケット５４のスラ
イド溝５４ａに沿って移動可能、かつスライドピン５５の軸心回りに回転可能となる。こ
れらの結果、開口枠１０に対して障子２０がローラ軸７３ａの軸心回りに回転可能となり
、図５に示すように、開口枠１０から上框２２が面外方向に移動した状態で障子２０を室
内側に倒すことが可能となる（内倒し）。
【００３５】
　この建具によれば、ハンドル３０を閉鎖位置から内開き位置や内倒し位置へ操作した後
、そのままハンドル３０を手前に引けば障子２０を開けることができるため、障子２０の
開閉操作を容易に行うことが可能である。反面、意図せずハンドル３０に触れた際に誤っ
て内開き位置に操作された場合には、障子２０が不用意に開く事態を招来することになる
。特に、操作性を考慮してハンドル３０の把持部分が戸先框２４の見付け面から離れた位
置に設けられている場合には、ハンドル３０に触れる機会も増えることになり、上述の問
題が顕著となる恐れがある。そこで、この実施の形態の建具では、摺動部材７０にロック
ピン（ロック部材）７６を設ける一方、戸先枠１３にストッパユニット８０を設けて上述
の問題を解決するようにした。
【００３６】
　ロックピン７６は、施錠ピン７１や切換ピン７２と同様に摺動部材７０から突出した円
柱状を成すもので、上方に設けた施錠ピン７１よりも下方、かつハンドル３０よりも上方
となる高さに配設してある。
【００３７】
　ストッパユニット８０は、戸先枠１３の見込み面においてロックピン７６に対応する部
位に配設したもので、図６～図７－２に示すように、ベース部材８１及びスライダ８２を
備えている。ベース部材８１は、先端部が幅広の薄板状を成すもので、先端部が上方とな
る状態で基端部のホルダ８３を介して戸先枠１３の見込み面に取り付けてある。スライダ
８２は、ベース部材８１の長手方向に沿ってスライド可能に配設したスライド基部８２ａ
と、スライド基部８２ａから延在したステー部８２ｂと、ステー部８２ｂの先端に設けた
ツマミ部８２ｃとを備えたものである。ステー部８２ｂは、スライド基部８２ａの上端部
から戸先枠１３の見込み面に沿って室内側に延在した後、戸先枠１３の室内側に位置する
見付け面に沿うように直角に屈曲し、図２に示すように、戸先框２４の当接ヒレ部２４ａ
を超えた位置まで延在し、この延在端部にツマミ部８２ｃを保持しており、開口枠１０に
対して障子２０を閉めた場合にも室内側からツマミ部８２ｃの視認及び操作を可能として
いる。
【００３８】
　また、ストッパユニット８０のスライダ８２には、ストッパ部材８４が設けてある。ス
トッパ部材８４は、スライダ８２の室内側に位置する縁部から戸先框２４に向けて突出し
た部分である。このストッパ部材８４には、室外側に位置する部位にストッパ面８４ａが
設けてある一方、室内側に位置する部位に傾斜面８４ｂが設けてある。
【００３９】
　ストッパ部材８４のストッパ面８４ａは、鉛直方向に沿った平坦面である。このストッ
パ面８４ａは、図７－１に示すように、スライダ８２をベース部材８１に対して最も上方
に配置した状態においては（以下、「ストッパ部材８４のアンロック位置」という）、ハ
ンドル３０が閉鎖位置に配置された場合にのみ見込み方向に沿ってロックピン７６と対向
し、かつハンドル３０が内開き位置及び内倒し位置に配置された場合に見込み方向に沿っ
てロックピン７６と非対向となるように構成してある。これに対して、図７－２に示すよ
うに、スライダ８２をベース部材８１に対して最も下方に配置した状態においては（以下
、「ストッパ部材８４のロック位置」という）、ハンドル３０が閉鎖位置及び内開き位置
に配置された場合にストッパ面８４ａが見込み方向に沿ってロックピン７６と対向し、か
つハンドル３０が内倒し位置に配置された場合にストッパ面８４ａが見込み方向に沿って
ロックピン７６と非対向となるように構成してある。
【００４０】
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　ストッパ部材８４の傾斜面８４ｂは、ストッパ部材８４の下端から上方に向かうに従っ
て漸次室内側に突出するように傾斜する平坦面である。この傾斜面８４ｂは、図７－２に
示すように、ストッパ部材８４をロック位置に配置した状態においてハンドル３０が内開
き位置に配置された場合に見込み方向に沿ってロックピン７６と当接可能な高さとなるよ
うに構成してある。
【００４１】
　上記のように構成した建具においても、図７－１に示すように、ストッパ部材８４がア
ンロック位置に配置されていれば、上述と同様に、ハンドル３０の操作位置に応じて開口
枠１０に対する障子２０の開閉を行うことができる。
【００４２】
　一方、開口枠１０に対して障子２０を閉めた状態からツマミ部８２ｃを操作してストッ
パ部材８４をロック位置に配置すると、図７－２に示すように、ハンドル３０を内開き位
置に配置したとしてもストッパ面８４ａが見込み方向に沿ってロックピン７６と対向した
状態となる。従って、意図せずに触れたハンドル３０が内開き位置に操作された場合、あ
るいは子供が勝手にハンドル３０を内開き位置に操作した場合であっても、開口枠１０に
対して障子２０が閉じた状態に維持され、不用意に開く事態を招来する恐れがなくなる。
【００４３】
　ストッパ部材８４がロック位置に配置された状態であっても、ハンドル３０を内倒し位
置まで操作した場合には、ストッパ面８４ａがロックピン７６に対して非対向の位置とな
るため、そのまま障子２０を開けることができ、例えば室内の換気を直ちに行うことがで
きるようになる。
【００４４】
　ここで、上述のストッパユニット８０にあっては、開口枠１０に対して障子２０が開い
た状態であってもストッパ部材８４をロック位置に操作可能であり、そのまま障子２０を
閉じるとロックピン７６がストッパ部材８４に当接することになる。しかしながら、上述
のストッパユニット８０によれば、ストッパ部材８４に傾斜面８４ｂが設けてあり、スト
ッパ部材８４がロック位置に操作された場合、この傾斜面８４ｂを介してロックピン７６
がストッパ部材８４に当接することになる。従って、傾斜面８４ｂの作用によってストッ
パ部材８４が適宜上方へ退避移動することによりロックピン７６の通過が許容されること
になり、ロックピン７６及びストッパ部材８４の双方に損傷を来す恐れがない。
【００４５】
　尚、上述した実施の形態では、ドレーキップ窓と称される内開き及び内倒し窓を例示し
ているが、本発明はこれに限定されず、ハンドルを開放位置に操作した際にハンドルを設
けた框を戸先として障子が開口枠の面外方向に移動可能となるように構成した建具であれ
ば、その他の建具、例えば内開き窓（内倒し無し）に適用することも可能である。また、
ドレーキップ窓として建具を構成する場合に上述した実施の形態では上方ヒンジ装置５０
や下方ヒンジ装置４０について具体的な構成を説明しているが、これらの構成はあくまで
も例示のためであって、その他の構成によってドレーキップ窓を実現するものであっても
もちろん構わない。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　　　開口枠
　２０　　　障子
　３０　　　ハンドル
　７５　　　施錠部材
　７６　　　ロックピン
　８０　　　ストッパユニット
　８１　　　ベース部材
　８２　　　スライダ
　８２ａ　　　スライド基部
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　８２ｂ　　　ステー部
　８２ｃ　　　ツマミ部
　８３　　　ホルダ
　８４　　　ストッパ部材
　８４ａ　　　ストッパ面
　８４ｂ　　　傾斜面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７－１】 【図７－２】
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